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【私、熊木義城は出町ゆずるさんを応援しています。】

令和7年度がスタートし、いよいよ任期も残り半年となりました。
高岡愛として活動してきた嶋川氏、出町氏はそれぞれの挑戦をされ、会派とし
ては、ひとりとなりましたが、この任期の最後まで、いただいたご期待に応える
べく、精進いたします！！

　私は、出町ゆずるさんを、高岡市のリーダーにふさわしい

人物だと確信し、心から応援しています。

　同じ会派「高岡愛」の仲間として4年間、福祉や公共交

通、子育て支援など、市民の暮らしを支える政策をとも

に議論し、力を合わせて取り組んできました。

　困っている人、不安を抱える人に寄り添う市政こそ、これ

からの高岡に必要だ。これが私と出町さんが共有している

想いです。

　出町さんの魅力は、全国に広がる人脈と、豊富な知識か

ら生まれる発想力にあります。これまでの枠にとらわれ

ない柔軟な視点で、今の高岡にない新しい可能性を生み

出してくれると信じています。

　また、出町さんは、すでに約200回もの対話集会を開

き、子育て世代や高齢者など多くの声に耳を傾けてきま

した。人の声を丁寧に受け止めながら、果断に決断できる。

その姿勢こそ、今の高岡に求められるリーダー像です。

　私は、出町ゆずるさんとともに、未来の高岡を切り拓い

ていきたいと考えています。

　皆さまにも、ぜひ力強いご支援をお願いいたします。
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今回のチラシに関するご意見・ご感想など、どんな内容でもお気軽にお問い合わせください！

自由民主党「高岡愛」所属 熊木義城
http://kumakiyoshiki.com/y.kumaki26@gmail.com
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日々 の活動はSNSから！
市政に対する
ご意見やご相談など、
SNSやメールにて
承っております。

民間企業・団体と連携し、まち全体で「社会参加」の機会を創出

【議会活動レポート】

公式ラインのメッセージ
機能からもお気軽に
お問合せいただけます！

高齢者向け事業「ずっと元気プロジェクト」を視察愛知県豊田市

成果に応じて報酬が変わる仕組み（ソーシャル・インパクト・ボンド）

－令和7年度3月議会を振り返って－

　先日、愛知県豊田市の「ずっと元気プロジェクト」を視察してきました。この事業は、介

護が必要になる前の高齢者の方々に、運動や趣味の活動、地域の集まりなどに参加し

てもらうことで、元気で長く暮らしてもらおうという取り組みです。まちを上げて、社

会参加を促すことで、「介護予防」に効果を見込んでいます。

　豊田市では、年間5,000人の参加を目標にしてスタートしました。第三者機関による

評価では、2年目でその目標をしっかり達成し、3年目には約1万人の参加があったと

のことです。さらに、介護にかかる費用についても、2年間で合わせて約3.7億円の削

減効果があったと報告されています。これは、元気なうちから動くことが、本人の健康

にも、地域の財政にも大きなプラスになることを示しています。

　3月議会では、令和7年度予算が決まりました。私が当選前から訴えてきた「第二子の保育料

無償化（所得制限なし）」は、今年度から半額負担となり、一歩前進です。

　一方、市民病院は赤字15億円に加え、長期貸付も10億円。資金繰りも厳しく、私は「資金

ショートの可能性はないか」と質しました。市当局はキャッシュフローが厳しいことを認めつつ、

「一般会計と連携して対応」と答弁しましたが、さらなる補填の可能性も否定できません。

　職員の方の努力に敬意を表しつつも、今のままでは持続は困難です。市民病院の将来、そして

高岡の医療全体をどう守るか、強い覚悟を持つリーダーが必要だと痛感しました。

　このプロジェクトで特徴的だったのが、「SIB（ソーシャル・インパクト・ボンド）」

という仕組みを使っている点です。これは、行政から委託を受けた事業者や団体

が、出資を募って事業を行い、事業の成果が出れば、その分だけ行政が報酬を支

払うという仕組みです。つまり、「結果が出るかどうか」で事業者への報酬額が決

まる、という新しいやり方です。関わる人たちも自然と本気になりますし、民間

の力やアイデアをうまく活かすことができるのが大きな特徴です。

　もちろん、豊田市は企業の支援や寄付が多く、財政的にも力のある自治体で

す。高岡市でまったく同じことをするのは簡単ではありませんが、「制度の枠に

とらわれず、新しいやり方に挑戦する姿勢」や、「市民・企業・行政が力を合わせて

取り組む姿勢」は、高岡でも大いに参考になると感じました。

これからの高岡にとっても、「元気なうちから健康を守るしくみ」や、「成果を重

視した民間との協力のしくみ」をどう活かせるか。今回の視察で得た学びをもと

に、今後もしっかり調査・提案をしていきます。
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